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                                                                   今回の平成２１年度第１次補正予算の執行の見直しに伴い、地域医療再生基金が大

きく減額されたところであるが、本県においては、以下の地域医療再生計画に基づき

具体策を実施することとしており、目標の実現には多大な経費が必要となることか

ら、病院施設整備における起債償還金に対する交付税の増額や医師確保のための奨学

金に対する補助制度の創設など新たな財政措置について検討いただくよう提案する。  
〔奈良県地域医療再生計画〕 

 本県北和地域及び中南和地域において、拠点となる高度医療拠点病院（マグネット

ホスピタル）を整備するとともに、医療機関同士の連携を強化するなど、将来にわた

って持続可能で安定的な救急医療体制、周産期医療体制等の構築と総合的ながん対策

の推進など高度医療の充実を図る。 
 また、このような医療提供体制を担う医療従事者を安定的に確保する体制を構築す

る。  
Ⅰ．高度医療拠点病院の設置 

 ①「重症な疾患について断らない救命救急室」の整備（※イメージ図１） 
 ②２４時間対応可能な救命救急 
 ③周産期医療センターの整備拡充 
 ④県内小児医療の集約化 
 ⑤がん拠点病院の機能強化  

北和地域（奈良・西和医療圏）：県立奈良病院 
中南和地域（東和・中和・南和医療圏）：県立医科大学附属病院  

Ⅱ．医師・看護師の確保 

 ①安定的な医師派遣システムの整備（※イメージ図２） 
 ②医師・看護師の養成・確保  



Ⅲ．医療連携体制の構築 

 ①重要疾患(脳卒中・急性心筋梗塞・周産期疾患・重症外傷・急性腹症)における公

立病院間の役割分担について協定を締結（※イメージ図３） 
 ②病病連携、病診連携の推進 
  
Ⅳ．拠点となる休日夜間応急診療所の設置 

拠点となる休日夜間応急診療所を北和地域と中南和地域に設置し、小児科医等を

配置して、休日夜間の全ての時間帯や地域において１次救急患者の診療に対応。  
Ⅴ．医療情報の収集・分析・提供 

  「健康・医療ポータルサイト」の設置・運営等 
 

 提案先 厚生労働省 

○「重症な疾患について断らない救命救急室」の整備急病時（県民）電話相談（#7119）救命救急室救命救急室救命救急室救命救急室（（（（管制塔管制塔管制塔管制塔））））手術・集中治療・一晩入院
救急車 ・かかりつけ医・休日夜間応急診療所
入院対応病院(２次) 後方病床リハビリ・療養

絶対絶対絶対絶対にににに断断断断らないらないらないらない重症重症重症重症はははは絶対絶対絶対絶対にににに断断断断らないらないらないらない重症以外 2次受入が困難 重症化絶対絶対絶対絶対にににに断断断断らないらないらないらない

※イメージ図１

 



・協定に基づき医師を派遣する仕組みを構築。

奈良県立医科大学拠点病院 県
市町村

○安定的な医師派遣システムの整備

協定協定協定協定○地域医療に関する研究の推進○講座を設置・学内指導医を配置・適正安定的な医師派遣
○公立病院の機能分担等の提示○地域医療の質の確保
○公立病院設置者としての役割・病院設備の整備・医師の処遇改善など

（仮称）地域医療総合支援センターを設置して運営
※イメージ図２

 

救急隊救急隊救急隊救急隊 初療初療初療初療 緊急処置緊急処置緊急処置緊急処置緊急手術緊急手術緊急手術緊急手術
内科治療内科治療内科治療内科治療

早早早早期期期期リリリリハハハハ・・・・再再再再発発発発予予予予防防防防 回復期回復期回復期回復期リハリハリハリハ
療養型療養型療養型療養型医療連携図医療連携図医療連携図医療連携図（（（（脳卒中脳卒中脳卒中脳卒中のののの例例例例））））Ａ　救命救急センター

Ｂ　拠点となる公立病院 Ｃ　その他の公立病院Ａ、Ｂ、Ｃの病院が「医療連携」を協定Ａの役割：２４時間３６５日緊急処置・緊急手術に対応できる体制整備Ｂの役割：Ａにおいて内科治療が必要とされた患者及び超急性期を脱した患者の受入Ｃの役割：急性期、合併症が発生する時期が終わり回復期リハビリが必要となる患者の受入

※イメージ図３
○重要疾患における公立病院間の役割分担について協定を締結



 


